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表 1 国境線の長さ (単位 :Km)
イランの行政区画で一番大きな単位は州 (オー スターン)である。その下に
より小さな行政区画としてシャフレスターン、バクシュ、市、村がある。州の
イラク国境線 トルコ国境線 アルメニア国境線 アゼルバイジャン国境線 トルクメニスタン国境線
1,609 486 40 767 1,206
アフガニスタン国境線 バキスタン国境線 ベルシャ湾沿岸線 カスピ海沿岸線 合計
945 978 2,043 657 8,731






East AzarbaycJanNorth Khorasan Kemanshah























イラン歴 11375年  11380年  11381年  11382年  11383年
西暦     1 1996～97 1 2001～2 1 2002～3 1 2003～4 1 2004～5
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表3 イランの人口推移































































年齢層 人 口 % 年齢層 人 口 %
0-4 歳 6.163,02410.3%50-54歳 1952990782.5%
5-9 歳 8。481.84514。1%55-59 歳 1.366.7282◆3%
10-14 歳 9.080,67615。1%60-64 歳 1.382.9462.3%
15-19 歳 7.115.54711.8%65-69 歳 1,076.3731.8%
20-24 歳 5.221。982 8。7%70-74 歳 846.5091.4%
25-29歳 4,709,1547.8%75-79 歳 364,1180.6%
30-34 歳 3.980。66 6.6%80-84 歳 146.4700。2%
35-39歳 3,571,7795。9%85歳以上 161 0.3%
40-44 歳 2。812。086 4.7%不明 32.356 0。1%

















Lower secondary 19.9 18.2
Upper secondary 6.4 11.3
Pre―university 20。1 34。2
Higher education 12.1 21.8
Theology and religious sciences0。2 0.1
Literacy courses 2。8 0.5
Non―fomal 0.1




全世帯数 11人世帯 12人世帯 13人世帯 14人世帯 15人世帯 16人世帯 17人以上世帯
12,387,9431  547,420  1 1,402,948 1 1,976,864 1 2,278,978 1 1,974,822 1 1,571,392 1 2,635,519









表7 読書きのできる人口と比率 単位 :千人、%






































表9 大学入学許可者数の推移 単位 :千人



































医師    医療補助員
10,944       87,705
17,453      105,658
19,585      149,380
23,553      147,271
































小麦 6.409 13.440 14,000
大麦 1,510 2.908 2,900
米 615 2.931 3,100
綿花 140 352 430
シュガービート 178 5.933 4,900
シュガーケイン 55 5.196 6,100
茶 31 212 130
オイルシー ド 245 393 400
タバコ 14 22 26
豆類 1,014 671 650
ジャガイモ 173 4.211 4,600
玉葱 46 1.574 1,620
ビスタッチオ 235 183























収穫量の差 1  灌漑  1  天水  1 灌漑/天水
小麦   1  3,049  1   923   1  3.3倍






灌漑営農 天水 (非灌漑)営農 灌漑面積




とうもろこし 57,240177.9181.231.6659.061 688 1.32799.6%




玉葱 90.53833.228793.4281 .286933 6,03397.3%




ができるのである。イラン農業省 (Ministry of Jihad―d一Agriculture)では主
要作物の平均生産コス トを統計に発表している。1382年度の灌漑小麦対天水



































1370年   1  2,114,444  1
1375年   1  2,225,669  1    15,823
1379年  1 3,047,582 1  27,105
1380年  1 2,919,813 1  25,578






1383奪二   1  4,053,178  1   27,099
(1撃召二)   l     ton     l     ton
(出所 :イラン統計センター)
表 15 農業機械の保有台数 (1382年)
機械の種類 台数 機械の種類 台数






Rake 40,706Tractor sprayer 732。700
Baler 128.462Knapsack sprayer 372,761
Chopper 8。054Moto?zed sprayer 631。831
WheatttL Barley du℃sher 1.215.846Water pump motor(diesel)571.002






















表 16 畜産農家の数と家畜数 (1375センサス)
1 畜産従事世帯数 1 家畜保有数
羊    1    1,117,2811  37,137,289
LL豊二      1        1,070,0571    20,166,878
牛       1        1,250,2321     6,009,547
水牛   1      29,1411    159,196






















表 17 信仰する宗教 (1375年センサス)





















1   総量   |  カスピ海  | ベルシャ湾 1内陸河川・湖沼
1365年   1   133,425   1    11,425   1   110,000   1   12,000
1370年   1   327,727   1    34,596    1   248,000   1   45,131
1375年  1  400,020  1  74,100  1  260,920  1  65,000
1379年   1   424,500   1    98,000    1   260,500   1    66,000
1380年   1   399,000   1    62,550    1   262,805   1    73,645
1381年  1  401,670  1  42,843  1  269,000  1  89,827
1382年   1   441,836   1    32,533    1   299,128   1   110,175
1383年   1   474,500   1    35,775    i   314,165   1   124,560






















1365年303 4 95 204 1.687164 587 936
1370年283 112 165 1。789 202 815 772
1375年 96 92 1,295165 669 461
1379年 93 60 29 1.000139 633 228
1380年 88 64 21 870 95 620
1381年 68 4 52 642 67 482 94
1382年 53 43 463 54 349 60
1383年 40 33 460 63 340 57
























海産物 57,82215,009 85.90619,515 30.0

























金額 量 金額 量 金額 量
小麦 380,3902,839,075119,205773,359 -68。7 72。8
大麦 2.717 24,81835,386191.1351,302.4 770.1
米 292,0071。047.499252,297875.018 13.6 16.5
茶 -93.9 -91.7
砂糖 158。131 825,36459.082287.628 -62.6 -65。2
植物オイル 477,345983.631669,0631,173,47040.2
動物オイル 11。061 13,800 6,534 10,249 25。7
食肉 25,75315,786 58。475 34,340 127.1 117.5
魚 肉 9,824 11,84034.49238,754 251。1 227.3









1 1381年  1382年 1  増減  |シェア(1381)|シェア(1382)
/1ヽラ責           1  10,060.51  11,788.11      17.21      76。51   61.0
米・植物油・砂糖 1   289。91   915.71   215。91   2.21    4.7
ミリレク・響七!製品   1   729.41  1,314.31    80.21     5.51     6。8
肉           1    298.51    415.01     39。01      2.31      2.1
農薬・肥料    1   627.51   670。01 .81    4.81    3.5
農業関イ系補助金計  1  12,116.01  15,223.81      25。71    92.11      78.7
鵬k月子相:[力釜≧率念額   1  13,152.51  19,322.81     46.91     100.01     100。0
(出所 :Minis“′of Economic」airs and Finance,and Organizadon for Protecdon of Consumer
and Producer)
イランイスラム共和国はその名が示すとおリイスラムを旗印にしている国家
である。イスラム法の精神で相互扶助の精神を重要視する国である。農産物以
外でもガソリンに対する補助金も膨大な金額となっており、見直しを迫られて
いる。
5-10.まとめ
イランは産油国である。豊富な石油ガス資源をもとに石油化学製品・石油製
品、天然ガス製品を輸出する工業化路線が極めて妥当な開発政策であろう。し
かしながら、第一次石油危機以後のイラン社会は本稿でも述べたように人口が
急増した。すでに7千万人に達しようとする勢いである。イランにとって最重
要課題は雇用創出である。石油ガス産業は雇用創出に有効であろうか。答えは
ノーである。石油化学事業は技術集約的な代表産業である。精製施設や石油化
学プラントに多くの雇用は期待できない。それでも、拙速な人々は工業化の推
進を謳うかも知れない。7千万人という人口を抱えたイランは市場としても魅
力的である。EU諸国はエネルギーを求める一方でイランを輸出市場として狙
いを定めている。核開発疑惑のイランに対して米国のように高圧的な態度にで
ることは絶対にありえない。イランとEUはブッシュ政権が存続している間は
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ジャブの応酬で時間稼ぎをする。イランは輸出競争に勝てるような工業製品を
生産できる力を今現在は有していない。先進諸国の技術移転が必要である。技
術移転すなわちイランに対する投資は現状ではリスクが多くて実現が程遠い。
1990年から2000年までの10年間で中東地域に対する海外直接投資 (FDI)
は三分の一に減少した。現在イランで行なわれている製造業種は食品加工、セ
メントエ業、自動車生産はノックダウン (組立て)程度である。諸外国の投資を
求める工業化推進はアフマドネジャード大統領の政策の下では難しい。
次に、このまま人口が増えていけば食料不足が深刻になる。そこで、イラン
がまず推進しなければならないのは農業開発である。幸い、イランにはカスピ
海沿岸のギラーン州、昔から綿花栽培で有名なマーザンデラン州など北部は農
業地帯である。南部のフーゼスタン州はかつて米国企業がアグロビジネスのプ
ロジェクトを展開しようとした一帯であり、水資源開発をして多目的ダムが作
られている。計画的な営農指導を行なえば明るい将来が見えてくる。イスラム
国家らしいウンマ (共同体)の精神を生かしたイランの得意なコーポレーティ
ブ (組合)組織による農業の推進が行なわれればイランの農業は一挙に飛躍し
てGDPの20%程度にまでは成長することになるであろう。
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